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November, 6 2016  

Mono - Coto Innovat!on 2016 
KYOTO Final 

京都大会に出場　　デザイン思考のコンテストが京都で開催 

 2016年11月6日、MONO-COTO INNOVAT!ON2016の京都決勝が京都工芸繊維大学で行われまし

た。CURIO SCHOOLの西山氏、O2の松本氏の刺激的な挨拶から始まりました。「中高生から、

世界を変えるようなきっかけを」というビジョン、「アイデアを形にして競い合う、”創造力の

甲子園”の実現」というミッションをもっているデザイン思考の大会です。”本気で向かい合っ
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た学生ほど多くのことを学び、彼らの世界を変えるきっかけをつかむプログラム”となっていま

した。「参加する中高生は、アイデアの考案だけでなく実際に動く本物のプロトタイプ制作に

挑戦できます。アイデアはカタチにして初めて価値がうまれると言われます。プロトタイプに

おいてカタチにすることの難しさや、カタチにすることで初めて見えてくる多くの発見や学び

をプログラムでは体感してもらうため、実践を通じて自らモノ・コトを生み出すことにこだわ

ります。（パンフレットより）」 

　本校からは、１年生の生徒が他校の生徒との合同チームで決勝戦に選出され、見事プレゼン

発表をしました。学校のなかでの「困ったこと」にこたえる画期的なソリューションを展開し

てくれました。（沼田） 
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